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　ヴィッラーニ・ゲー・アンドラーシュ（Villányi G. András, 1958〜）は詩人


































































中の部立 歌題 主な他出 備考
惜しむとて 西行法師家集638 ― 出家
玉葉集2467
（雑五）





野にたてる 山家集907 雑 来世
現をも 山家集1515 百首（無常） 無常
波こすと 山家集13 春 松・霞



















いづくにも 西行法師家集133 ― 述懐（無常）
水の音は
さびしき庵の
山家集944 雑 嵐 隠遁生活
さびしさに
たえたる人の
山家集513 冬 冬の山里 隠遁生活
あばれたる
草の庵に
山家集348 秋 月 隠遁生活
あばれたる
草の庵の
山家集1148 雑 風 隠遁生活
もろともに
影を並ぶる
山家集369 秋 月 隠遁生活
冬枯れの 山家集517 冬 月 隠遁生活
月はなほ 山家集413 秋 月 旅の宿
よられつる 新古今集263 夏 草・夕立






中の部立 歌題 主な他出 備考




花のいろの 聞書集63 ― 桜
「尋花欲菩
提」を詠む
花散らで 山家集72 春 桜・月
春風の
花を散らすと
山家集139 春 桜 散る花
ながむとて 山家集120 春 桜 散る花
花に染む 山家集76 春 桜 裳15
思ひかへす 裳 9 ― 桜








山家集1035 雑 桜 散る花
木の本に 山家集125 春 桜 散る花
風さそふ 山家集134 春 桜 散る花
わきて見ん 山家集94 春 桜
ねがはくは 山家集77 春 桜・涅槃 裳33
翻訳では散
る花


























中の部立 歌題 主な他出 備考
波の音を 山家集414 秋 月・波 旅の宿





月のみや 山家集727 雑 月

















































西行法師家集170 秋 秋風 裳33
朽ちもせぬ 山家集800 雑 追悼
津の国の
難波の春は
西行法師家集96 雑 無常 裳58
ませにさく 山家集1026 雑 蝶・無常















山家集470 秋 秋のあわれ 裳36




































久に経て 山家集1358 雑 松・死後






























































































Óhajom egy van: 願うことがひとつ。
cseresznyeszirmok reptével 桜の花びらが飛び散るとともに
tavaszon halni. 春死ぬこと。
Az Ő álma haván, あの方が入られた月に、
telihold világánál. 満月の光に照らされて。⑸
　下線部のように、二句目の「花のしたにて」という叙述を、「桜の花びらが飛






Ha gyászt érzel majd もし哀れみを感じるなら、
a buddhává lett iránt, 仏になった人に対して、



















































































































































véssed bár gránitba 花崗岩に刻んでも
harmatlétű minden すべて露のようにはかない





































először a cseppek 始めに露
majd 次いでに
a lomb 葉〔が吹き散らされる〕













Az univerzumból egy akkora darabkáért, amekkora vagyok: felelőssé 
tettek. Ez azt jelenti, hogy a mindenség egy ekkorka porcikáját az én lelki 
szemem felügyeli. Ez a szem, lám, összeköttetett a legmagasabb látással, 
amellyel egymást tükrözik. Az ember méltósága mulandósága 
nemességében rejlik; Istené a kenózisban, mert vállalja a mulandóság 























mintha szállni vágyna 飛び去ろうとして
ágakkal kapaszkodik az űrbe 枝で宇宙にしがみつき、
száz és száz szárnnyal 何百もの翼で
a biztos pontot tapintva 拠り所を探りつつ、
máris emelkedne 今や飛び出そうとする
－ 62 － － 63 －
tolná a magasba remegett koronát 高く震える茂み、天と地の間に
ég s föld közé préselt törzsét 押さえられた幹をつき出そうとし、
horgas gyökerét feltépné 曲がった根を（地から）破り出そうとし、
hármasságát a kékbe emelve この三部を青さ〔青空〕にあげて、























foszló, ám ki sejtheti 消えるが、だれが知るだろうか、











roppant mélysége – amely átöleli a Fudzsit, amiként a lét teljességét – maga a 







































































⑴ Szaigjó szerzetes－Villányi G. András: Tükröződések. Scolar 出版、ブダペスト、2011年
⑵ 『Műhely』という文芸文化誌の日本文学・日本文化関連特集（『Műhely Kulturális Folyóirat』2018. 
XLI./5－6）に関わる講演（http://mjbt.hu/2018/10/meghivo-a-muhely-folyoirat-japan-szamanak-
bemutatojara/）（最終閲覧：2018年11月30日）
⑶ 和歌資料の本文と歌番号は日本文学 Web 図書館所収『新編国歌大観』による。































⒁ 注⑻前掲書、第 6 章「晩年と無」
⒂ 注⑷前掲書、結章 1 「西行の和歌と仏教」
付言　当初のプログラムの題目から多少タイトルを変更した。
＊討論要旨
　櫻井陽子氏は、ヴィッラーニが訳を作るときに日本の現代語訳を参考にしたという話があったが、そ
れはどれくらい影響しているのか、その現代語訳の作品は分かるのか、と質問した。発表者は、勅撰集
のものは勅撰集の現代語訳、『山家集』『聞書集』『西行上人集』は和歌文学大系の現代語訳が参考にさ
れた可能性が考えられるが、具体的な出典については分からない、と回答した。櫻井氏は、西行の歌に
関する解説の本の訳ではなく、一般的な注を自分で抜き出して用いている可能性が高いということかと
確認し、発表者は、その可能性も考えられ、加えて、ヴィッラーニが学んだ山田昭全氏の説や論文を読
んでいることが想定される、と述べた。また櫻井氏は、発表中に西行の歌の訳について、散る桜ととも
に、と誤訳されているという説明があったことに関して、『平家物語』の「忠度最期」の章段における
「ゆきくれて…」の歌を例に出し、この歌も、満開の桜の下という理解であったものが、昭和50年代頃
になると散る桜の下という現代語訳が付されることがあることに触れ、そうした例を踏まえると、どこ
かに元になった現代語訳があるのではないかと考えられるため、ヴィッラーニの独自の訳なのかどうか
－ 68 －
は確認した方が良いのではないか、と指摘した。（※上記の内容は、本稿に反映されている）
　ビュールク トーヴェ ヨハンナ氏は、ヴィッラーニが選択している歌の基準はあるのか、と質問し
た。発表者は、おそらく一番関心があったのは宗教的な問題で、煩悩から悟りへどう抜け出でていける
のかというところに関心があり、そうした歌に注目しているのではないかと歌の選択から考えられる、
と回答した。またビュールク氏は、ヴィッラーニの他の作品にもこうした傾向が見られるのか、この作
品のみなのか、と質問した。発表者は、ヴィッラーニは与謝野晶子の『みだれ髪』や石川啄木の『悲し
き玩具』も翻訳しているが、それらは純粋に翻訳である一方、この作品が特殊であり、自分の詩や関心
のある考え方を取り入れ、それに関する西行の詩を選んでいる、と回答した。
